
- 1 -

第２４回黒部川土砂管理協議会

資料－５

関係団体の意見と対応

【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

海面漁業関係団体 ① 今後の宇奈月ダムの堆砂形状を ① 平成 年 月 日に開催された第 回20 1 24 28
踏まえ、漁場環境や漁業へ影響が 黒部川ダム排砂評価委員会において 「今、
より少ない排砂方法を検討してほ 年度は連携排砂１回のみ実施で、連携通砂
しい。具体的には通砂基準の引き は体制に入ったもののダムへの流入量が中
下げによる複数回排砂の検討をお 止基準流量を下回ったため中止した。
願いしたい。 出し平ダムからの目標排砂量は約６万㎥

、に対し実績排砂量が約１２万㎥となったが
水質、底質および生物相の環境調査結果を
みる限り、連携排砂による一時的な環境の
変化はあるものの、大きな影響を及ぼした
とは考えられない 」との評価をいただい。
ている。
また、今後の連携排砂および連携通砂の方
法については以下のご意見をいただいてい
る。
○出し平ダムからの目標排砂量に対し実績
排砂量に差異が生じたことに鑑み、土砂
量の把握手法の向上に努めること。
○試験通砂については、来年度も継続して
実施し、その効果について確実に把握す
るとともに、実施方法についても引き続
き検討を進めること。
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【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

海面漁業関係団体 ○排砂後・通砂後の措置の試行については
、その効果を把握するよう努めること。

評価委員会のご意見を踏まえ本年度は、
、今後の通砂基準の見直しの検討資料として

通砂基準を引き下げた試験通砂を昨年度に
引き続き実施し、その効果把握に努める計
画である。



- 3 -

【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

海面漁業関係団体 ② 流木による漁業への影響が顕著 ② これまでも出し平ダム及び宇奈月ダムの
になりつつある中、排砂実施機関 ダム湖に出・洪水時に流入してくる流木に
においても、対応案について検討 ついては、排砂期間中の排砂及び通砂に至
願いたい。 らない出水後に流木を回収している。

また、出・洪水時に河道内に堆積した流
木については、従来から次回の出・洪水時
に下流に流出し、被害を及ぼすことが想定
されることから河道内に堆積した流木の回
収を積極的に行っており、今後も上流から
ダム湖内に流入し浮遊する流木及び河川管
理上支障のある河道内に堆積した流木の回
収に引き続き努めて参りたい。

③ 出し平ダムの上流域に堆積して ③ 黒部川上流域については、崩壊箇所が約
いる土砂に対する総合的な対策を 箇所、その流域面積に対する比率はお7,000
具体的に検討して欲しい。 よそ ％にも達し、豪雨時には崩壊した多5

量の土砂が川に流れ込む状況です。それら
の状況に対し、上流域において砂防堰堤工
事等を進めており、今後とも総合的な土砂
管理を行うべくこれらの事業を鋭意実施し
て参りたい。
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【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

海面漁業関係団体 ④ 連携排砂でダムから流出した土 ④ 土砂収支について一定の精度を持ったシ
砂量や海に流入した土砂量の把握 ミュレーションを行うにあたっては、シミ
に今後とも努めて欲しい。 ュレーションの入力条件及びシミュレーシ

ョン結果と排砂中及び洪水中の土砂モニタ
リングによる実測値との検証が重要である
が、現在の技術では洪水時の観測が困難な
状況にある。
このように土砂動態の測定技術の飛躍的

な向上は難しいものではあるが、土砂動態
把握のため、平成 年以降、排砂期間前の16
５月にダム貯水池測量を実施しており、ま
た、より土砂動態を詳細に把握すべく、平
成 年度からは通砂後と９月にも新たに貯18
水池測量を実施している。
また、黒部川河口より海へと流出した土

砂量および土砂の質、海での拡散状況を把
握するため、排砂・通砂実施時のヘリによ
る空撮、海域での採水等を実施していると
ころであり更なる精度向上に向けて調査検
討をして参りたい。
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【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

海面漁業関係団体 ⑤ 排砂と魚の生息への影響に対す ⑤ これまで専門家の指導ならびに海面漁業
る因果関係について、今後も調査 関係団体と相談しながら、魚の生息環境の
地点 方法を含め検討して欲しい 変化を把握するため、水質、底質、マクロ、 。

ベントス、プランクトンの調査を行ってき
たところである。
本年度も環境調査計画に基づく底質調査

を予定しており、今後も魚の生息への影響
に対する調査については、専門家の指導な
らびに海面漁業関係団体と相談しながら調
査して参りたい。
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【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

内水面漁業関係団体 ① 平成３年の排砂を除けば、自然 ① これまでも排砂中及び通砂中に、都合が
流下するのは決まって夜であるが つく委員には、現地にお越しいただき排砂
、排砂時の現場を踏査できない評 及び通砂の状況を見ていただいているとこ
価委員会委員は解任し、アユ、イ ろである。さらに、ビデオ、写真撮影を行
ワナ、ヤマメ等に詳しい人材に委 い、排砂中及び通砂中に、現地にお越しい
嘱されたい。 ただけなかった委員へ説明を行っている。

また、排砂中とは別に現地視察会を開催
するなど、委員の方々には、現地の状況を
見ていただいているところである。
排砂は自然現象である出洪水の発生に合

わせて行うため、予め決まった日時で実施
できるものではなく、委員の予定や都合を
勘案すると委員全員が現地に集まることは
困難な面があるが、できる限り現地踏査を
していただくようにお願いしたい。
また委員の方々には、諸調査箇所だけで

なく幅広い範囲での現地踏査を行っていた
だきたいと考えている。
一方、黒部川ダム排砂評価委員会につい

ては、過去に設置された「黒部川出し平ダ
ム排砂影響検討委員会 「出し平ダム排砂」
影響調査委員会」等の精神を引き継ぐ組織
であり、水産学、環境、地質学、河川工学
等の様々な分野の学識経験者より構成して
おり、連携排砂・連携通砂に関して、科学
的・客観的な評価を頂く場として設置して
いる。
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【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

内水面漁業関係団体 ② 評価委員会はダム湖の排砂実績 ② 連携排砂実施機関としては、地域の意見
だけを評価する機関なら、排砂に を聴取する場として 「黒部川土砂管理協、
よる影響を調査する機関も設置す 議会」において流域住民代表として市町長
べきである。 にご参加いただいているほか、ホームペー

ジ、投書、直接お越し頂くなど、また、勉
強会・説明会等の要望があればそれに応じ
るなど、様々な形で意見を伺う場を設けて
いる。
一方、黒部川ダム排砂評価委員会につい

ては、過去に設置された「黒部川出し平ダ
ム排砂影響検討委員会 「出し平ダム排砂」
影響調査委員会」等の精神を引き継ぐ組織
であり、水産学、環境、地質学、河川工学
等の様々な分野の学識経験者より構成して
おり、連携排砂・連携通砂に関して、科学
的・客観的な評価を頂く場として設置して
いる。
このように、今後とも、地域の皆様や学

識経験者のご意見を伺いながら、下流の河
川環境へ与える影響を軽減できるよう、排
砂方法の改善に努めて参りたい。
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【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

内水面漁業関係団体 ③ 排砂時の泥流にアユ等が生き残 ③ 排砂が魚類に及ぼす影響については、平
れるか、斃死するか調査を実施し 成 年度より水生生物調査として毎年同じ7
たいので、評価委員会委員や排砂 調査手法のもと変動状況を把握しており、
実施機関も立ち会って、検証すべ また、平成 年度から実施しているアユ調16
きである。 査については、内水面漁協に相談するとと

もに専門家の指導を得て調査地点や調査方
法を決めて実施しており、これらの調査結
果については、黒部川ダム排砂評価委員会
にデータを報告し公表しているところであ
る。
今年度も魚類全般において、調査を実施

していく考えである。
今後も内水面漁協や専門家の意見を踏ま

え、黒部川の河川環境を保全創造するため
の対策を評価委員会のご指導をいただくと
ともに関係機関等のご意見も伺いながら各
種調査を実施して参りたい。
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【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

内水面漁業関係団体 ④ 河川環境は回復の兆しは全くな ④ 現在の排砂方法は、平成 年 月の出し7 4
、く、悪化の一途をたどっている。 平ダム排砂影響検討委員会での提言を受け

関西電力は発電を続行したいのな 排砂ゲートを用いて、自然の出・洪水時に
ら、出し平ダム湖の堆積土砂は、 実施している。
トンネルを掘り、ベルトコンベア 排砂による環境への影響をできるだけ小
等による排出を計画されたい。 さくするためには、自然の出・洪水時にあ

わせてできるだけ自然の土砂流下に近い形
で排砂を行うこと、ならびに毎年確実に排
砂を実施することによりダム湛水池内の土
砂の変質を防止すること等が重要と考えて
いる。
今後も環境調査等の結果や関係団体の意

見を踏まえ、より良い排砂方法について検
討していきたい。



- 10 -

【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

農業関係団体 ① 出し平・宇奈月ダムの連携排砂 ① 連携排砂実施機関としては、これまでも
の必要性と処置方法を、地域住民 投書、来所者に対してはもとより、勉強会
により深く周知され、理解と協力 ・説明会等の要望があればそれに応じるな
が得られるよう、常に関係市町村 ど、関係市町のご協力を得ながら、様々な
と連携を深めながら鋭意努力願い 形で理解と協力が得られるように努めてき
たい。 たところである。

今後とも、連携排砂、通砂について、地
元自治体等とも相談しながら理解いただけ
るように努めて参りたい。

、 、② 出し平・宇奈月ダムの連携排砂 ② これまでも排砂期間前 連携排砂実施中
時の合口用水路の取水停止と、豪 排砂評価委員会および土砂管理協議会開催
雨時の危険水位による愛本堰堤取 時等機会あるごとに自治体広報誌への折り
水停止の区別が下流域住民に周知 込みや記者発表、事務所ホームページへの
できるような方法と対応を願いた 掲載等により広報に努めてきたところであ
い。 る。

また、連携排砂・通砂の実施中には、み
らーれテレビ行政コミュニティチャンネル

（５ｃｈ）にて情報提供を行っている。
今後とも、連携排砂、通砂や取水停止期

間の考え方等についても、よりご理解いた
だけるよう地元自治体等とも相談しながら
さらに適切な広報に努めて参りたい。
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【平成２０年度連携排砂計画及び平成２０年度連携排砂に伴う環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

農業関係団体 ③ 天候の状態や農作業の時期的な ③及び④
、 、影響を考慮し、連携排砂、連携通 排砂は 環境への影響を小さくするため

砂、豪雨時の停止と合口用水路の 土砂変質を防止し、できるだけ自然の土砂
、取水停止が連続し長期化しないよ 流に近い形で排砂を行うことが必要であり

うな実施方法を検討願いたい。 毎年排砂を確実に実施することが重要と考
えている。

④ 農業関係団体において、４月か 通砂は排砂後の一定規模以上の出洪水発
ら９月が農業用水の最も大切な灌 生時に出洪水に伴い流入する土砂を貯水池
漑期であり、農家の協力と理解が 内に貯めないで通過させるものであり、翌
不可欠であることを十分認識願い 年度に行う排砂時の排砂量を減らし、環境
たい。 に与える影響を低減させるとの観点から必

要なものと考えている。
排砂・通砂実施について今後ともご理解

願いたい。
また、これまでも農業用水の取水停止時

間を出来るだけ短くするために、平成 年15
度より排砂実施期間中の 月上旬のダム運6
用水位を低めに抑え、一連の排砂作業に係
る時間を短縮し、用水の取水停止時間を短
縮する対策を講じてきた。
また、平成 年度からは、黒部川沿岸土17

地改良区連合と調整し、特に長時間の断水
が水稲の生育に影響を及ぼすと考えられる
期間に排砂を実施する場合は、夜間におい
ても取水再開が出来るよう河川の濁り状況
で取水再開を判断できる様に基準を設け、
取水停止時間の短縮を図ること等を計画し
た。
今後とも、取水停止時間の短縮に向けた

検討をして参りたい。


